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京ト協 SDGsを環境対策委に移管
京整振・京整商 1月13日に新春交歓会
スズキ自販京都 アリーナ西陣オープン
ＡＪ京都 徳田理事長を再選
◀近青協 集合型で合同例会
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︱
日
銀
京
都
支
店
編
︱

　

８
月
の
京
滋
地
区
の
景
気

は
、
改
善
ト
レ
ン
ド
を
保
ち

つ
つ
も
、
こ
れ
ま
で
の
水
準

を
維
持
す
る
に
と
ど
ま
っ

た
。
対
前
月
で
は
観
光
と
雇

用
・
所
得
に
や
や
改
善
が
見

ら
れ
る
と
の
総
合
判
断
。
個

人
消
費
、
設
備
投
資
、
住
宅

投
資
、
公
共
投
資
、
生
産
は

い
ず
れ
も
横
ば
い
で
推
移
し

た
。
日
本
銀
行
京
都
支
店
が

こ
の
ほ
ど
公
表
し
た
。

　

支
店
に
よ
る
と
、
主
要
小

売
業
販
売
額
は
前
年
比
５
・

８
％
増
と
プ
ラ
ス
幅
を
広

げ
、
京
都
の
百
貨
店
売
上

高
、
家
電
販
売
額
も
増
加
し

た
半
面
、
ス
ー
パ
ー
販
売
額

は
微
減
し
た
。
自
動
車
関

連
で
は
、
乗
用
車
販
売
が

供
給
制
約
の
あ
お
り
を
受

け
、
14
カ
月
連
続
の
前
年

割
れ
。
減
少
幅
も
再
度
拡

大
し
た
。

　

観
光
分
野
は
、
京
都
市

内
の
主
要
ホ
テ
ル
宿
泊
客

数
が
１
１
２
％
増
と
引
き

続
き
改
善
。

　

設
備
投
資
は
、
製
造
業

が
能
増
投
資
、
非
製
造
業

が
店
舗
や
事
業
所
の
改

装
・
増
設
で
共
に
全
体
を

押
し
上
げ
、
前
年
を
上
回

る
計
画
。

　

住
宅
投
資
分
野
は
、
府
内

の
新
設
住
宅
着
工
戸
数
が

19
・
７
％
増
な
が
ら
横
ば
い

圏
内
。
公
共
投
資
分
野
は
、

装
関
連
は
依
然
低
水
準
。

　

雇
用
・
所
得
環
境
は
緩

や
か
に
改
善
し
、
物
価
は

光
熱
・
水
道
、
食
料
な
ど

の
値
上
げ
で
上
昇
。
貸

出
、
実
質
預
金
は
増
加
し

て
い
る
。

京
滋
の
景
気
、や
や
上
昇

８
月 

自
動
車
は
減
少
幅
拡
大

府
内
の
公
共
工
事
請
負
金

額
が
２
・
６
％
前
年
を
下

回
る
も
高
水
準
で
推
移
し

た
。

　

生
産
は
、
電
子
部
品
・

デ
バ
イ
ス
が
足
踏
み
。

汎は
ん
よ
う用
・
生
産
用
・
業
務
用

機
械
は
緩
や
か
な
増
加
傾

向
で
、
輸
送
用
機
械
は
持

ち
直
し
の
様
相
。
窯
業
・

土
石
は
一
部
で
弱
め
の
動

き
。
化
学
は
横
ば
い
、
和

　

12
月
21
日
号
は
休
ま
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
１
月

１
日
号
か
ら
通
常
通
り
発

行
致
し
ま
す
。

　
　

京
都
自
動
車
新
聞
社

　

親
子
４
代
で
１
０
０
年
に
及
ぶ
歴
史
を
紡
い
で
き
た
整
備
工
場
が
あ
る
。
１
９
２
２

（
大
正
11
）
年
４
月
創
業
の
城
谷
自
動
車
工
作
所
（
伏
見
区
、
城
谷
元
喜
社
長
）
だ
。

府
内
で
１
世
紀
に
わ
た
っ
て
事
業
を
継
続
さ
せ
て
き
た
整
備
工
場
は
、
わ
ず
か
数
え
る

ほ
ど
。
欧
州
で
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
っ
た
の
は
30
年
代
、
日
本
だ
と
64
年
の

東
京
五
輪
後
に
普
及
期
を
迎
え
た
と
い
う
か
ら
、
ま
さ
に
京
都
の
業
界
に
お
け
る
「
生

き
証
人
」
と
言
っ
て
も
、
い
さ
さ
か
も
過
言
で
は
な
い
。

　

創
業
者
の
一
衛
氏
は
、
加

佐
郡
有
路
下
村
（
現
在
の
福

知
山
市
大
江
町
あ
た
り
）
で

生
ま
れ
、
八
幡
製
作
所
自
動

車
部
に
勤
務
後
、
左
京
区
東

山
通
二
条
上
が
る
で
鍛
冶
屋

の
自
営
を
始
め
た
。「
い
つ

か
車
の
時
代
が
や
っ
て
く
る

と
踏
ん
で
」（
同
社
の
忠
会

長
）、
当
時
ま
だ
国
内
で
流

基
本
と
し
て
い
た
も
の
の
、

不
動
車
は
借
り
て
き
た
牛
で

自
前
の
作
業
場
ま
で
け
ん
引

し
、
何
カ
月
も
か
け
て
直
し

た
。
創
業
以
来
、
個
人
で
営

ん
で
き
た
同
社
だ
っ
た
が
、

そ
の
こ
ろ
息
子
の
衛
氏
が
従

事
し
だ
す
。
と
こ
ろ
が
、
ほ

ど
な
く
第
二
次
世
界
大
戦
が

勃
発
、
政
府
の
企
業
整
備
命

令
を
受
け
京
聯
タ
ク
シ
ー
と

合
併
。
大
津
市
藤
尾
上
横
木

町
で
整
備
業
を
再
開
さ
せ

る
も
、
日
本
通
運
石
山
支
店

と
再
度
戦
時
統
合
す
る
こ
と

に
。
終
戦
後
、
日
本
通
運
を

退
社
し
、
衛
氏
と
共
に
京
都

新
聞
社
へ
入
社
、
同
自
動
車

部
の
整
備
を
請
け
負
う
。
忠

氏
は
「
当
時
、
い
わ
ゆ
る
入

り
込
み
で
ト
ラ
ッ
ク
整
備
す

る
出
稼
ぎ
が
多
か
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
そ
う
で
も
し

な
け
れ
ば
ご
飯
を
食
べ
ら
れ

な
い
時
代
だ
っ
た
の
で
は
」

と
思
い
を
巡
ら
せ
る
。

　

３
年
後
の
48
（
昭
和
23
）

年
に
京
都
新
聞
社
を
退
社

し
、
下
京
区
東
九
条
柳
下

町
（
現
在
は
南
区
）
で
整
備

工
場
を
改
め
て
再
開
。
こ
の

こ
ろ
事
業
場
は
15
人
ほ
ど
の

従
業
員
を
抱
え
る
ま
で
に
成

長
し
て
お
り
、
数
少
な
い
京

都
ト
ヨ
タ
自
動
車
の
指
定
工

場
と
し
て
の
認
可
も
受
け
て

い
た
。
62
（
昭
和
37
）
年
に

は
、
よ
う
や
く
現
所
在
地
の

伏
見
区
竹
田
向
代
町
に
新
築

移
転
す
る
＝
写
真
㊦
。

が
２
代
目
社
長
に
就
任
。
こ

の
こ
ろ
、
旧
国
鉄
の
保
有
す

る
デ
ィ
ー
ゼ
ル
機
関
車
の
ト

ル
ク
コ
ン
バ
ー
タ
の
オ
ー
バ

ー
ホ
ー
ル
な
ど
で
安
定
し
た

収
益
を
得
て
い
た
が
、
や
が

て
鉄
道
の
分
割
民
営
化
に
よ

っ
て
同
事
業
か
ら
の
撤
退
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
。
し
か

し
、
特
装
車
整
備
へ
の
シ
フ

ト
を
加
速
さ
せ
る
と
、「
ア

イ
チ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
、

東
急
車
輌
特
装
（
現
在
の
東

邦
車
輌
）
と
い
っ
た
油
圧

関
係
の
取
引
の
芽
が
出
た
」

（
同
）。

　

93
（
平
成
５
）
年
に
は
、

現
会
長
で
衛
氏
の
息
子
、
忠

氏
が
３
代
目
社
長
に
就
任
す

る
。
忠
氏
が
社
長
を
務
め
た

20
年
間
は
、
生
き
残
り
を
か

け
特
装
車
に
特
化
、
各
メ
ー

カ
ー
の
資
格
取
得
や
人
数
規

　

２
０
１
２
（
平
成
24
）

年
、
４
代
目
社
長
に
忠
氏
の

息
子
、
元
喜
氏
が
就
任
。
こ

の
こ
ろ
に
は
、
取
引
先
の
特

装
ブ
ラ
ン
ド
も
増
え
、
経
営

は
こ
れ
ま
で
以
上
に
安
定
し

つ
つ
あ
っ
た
。
こ
う
し
た

中
、
元
喜
氏
が
取
り
入
れ
た

の
は
一
種
の
意
識
改
革
。
元

喜
氏
に
よ
る
と
、
当
時
の
同

社
に
は
分
野
ご
と
の
す
み
分

け
が
徹
底
さ
れ
る
あ
ま
り
、

現
場
目
線
の
意
見
が
業
務
に

反
映
さ
れ
づ
ら
か
っ
た
と
い

う
。
そ
の
た
め
、
元
喜
氏
は

努
め
て
現
場
ス
タ
ッ
フ
の
輪

に
入
り
、
率
先
し
て
動
く
ス

タ
イ
ル
を
貫
い
た
。
良
い
チ

ー
ム
を
つ
く
り
た
い
と
い
う

一
心
か
ら
だ
。
同
氏
は
「
か

つ
て
社
員
が
辞
め
る
シ
ー
ン

を
目
の
当
た
り
に
し
た
時
、

考
え
方
が
変
わ
っ
た
」
と
振

り
返
る
。
こ
の
ス
タ
ン
ス

は
、
特
装
メ
ー
カ
ー
や
外
注

先
と
の
付
き
合
い
に
も
生
か

さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

◇

　

く
し
く
も
、
自
動
車
業
界

に
と
っ
て
激
動
の
時
代
に
１

０
０
周
年
を
迎
え
た
同
社
。

現
に
、
特
装
車
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
で
も
パ
ソ
コ
ン
上
か
ら

基
盤
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
書
き

込
む
作
業
が
生
じ
る
な
ど
電

子
化
が
進
む
。
加
工
図
面
一

つ
取
っ
て
も
、
一
昔
前
は
手

書
き
だ
っ
た
の
に
対
し
、
今

は
パ
ソ
コ
ン
で
正
確
な
寸
法

図
を
つ
く
る
の
が
一
般
的

だ
。
元
喜
氏
は
「
常
々
、
熱

意
と
売
り
上
げ
は
比
例
す
る

も
の
と
思
っ
て
い
る
。
毎
日

会
社
の
こ
と
を
思
い
、
一
生

懸
命
仕
事
す
れ
ば
、
結
果
は

つ
い
て
く
る
。
逆
に
手
を
抜

く
と
、
簡
単
に
は
挽
回
で
き

な
い
痛
手
を
負
う
。
自
分
は

新
し
い
こ
と
を
見
い
だ
す
よ

り
も
、
今
あ
る
も
の
を
生
か

す
の
が
得
意
。
会
社
を
未
来

に
引
き
継
い
で
い
き
た
い
」

と
力
を
込
め
る
。

大正と現代を４代でつなぐ
城谷自動車工作所が創業100周年

歴
史
の
始
ま
り
は
鍛
冶
屋

戦
火
で
企
業
統
合
な
ど
も

定
の
充
足
な
ど
周
辺
環
境
の

整
備
を
突
き
詰
め
た
。「
特

装
に
は
、
ベ
ー
ス
車
両
の
車

検
に
加
え
、
上
も
の
の
特
定

自
主
検
査
が
あ
る
。
基
準
を

満
た
す
の
は
容
易
で
は
な
い

が
、
全
力
を
投
じ
る
価
値
が

あ
っ
た
」（
同
）
た
め
だ
。

受
け
継
が
れ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ

特
装
へ
の
シ
フ
ト
加
速

チ
ー
ム
プ
レ
ー
優
先

意
識
改
革
で
未
来
へ

通
し
て
い
な
か
っ
た
米
フ

ォ
ー
ド
や
ゼ
ネ
ラ
ル
モ
ー

タ
ー
ズ
向
け
の
部
品
を
造

作
し
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
製
作
が
困
難
な
も

の
は
、
自
ら
学
ん
だ
ロ
ー

マ
字
で
本
国
に
発
注
し
て

い
た
と
い
う
。

　

35
（
昭
和
10
）
年
に
東

山
区
三
条
通
白
川
橋
へ
移

転
。
修
理
は
出
張
整
備
を

　

79
（
昭
和
54
）
年
、
衛
氏

1950年代に造作された自社製レッカー車


